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3 月 の秘聴 を労務
" 刀 ケ壊卓所経誼り窮付   国  “  日 本=奈 者のた■理等の中

8月10ヨ 8rl11日何中告
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国 受  6月 ま宗主人い 渡 中告   な 方臣 /口 人,■ 務瞬1期分り如Ⅲ

はA4L"trH酌   o月 01■      都 道冶県の4コ て定める日

口 寝  1甥 まⅢま人の中向中告   増 方駐 日人住民規第却 分の納付

8月31■      市 HHの 蕉捌【定める白

日 車 /明 12月 3月末'法 人

のお■賞尊の中日申告

(43日め■●】   8月 31■

― インターネクト公売

爺 した技金の御慎に売てるため 税 盟 が市加をから差し押

さえた感産を イ ンターネクトを利用 (平成″年慶てま 集 天,運

をする官勾■オータションを利用)し て売寿する例度で 人 札に

■)能 ウ合います。■■や在そ 高 張車等の値 大 坊県加府市の

温泉Fugな と査わつた身体も出Bさ “ています
′′



最
近
の
私
劇
改
正
は
　
成
立
時
期

が
様
々
な
上
に
着
用
時
期
も
成
立
か

ら
離
れ
て
い
る
も
の
も
あ
う
見
南
と

し
易
く
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
　
実
務
ｍ
観
点
か

ら
法
改
正
事
に
伴

い
平
成
二
十
四
年

に
適
用
が
日
始
さ
れ
る
主
な
制
度
を

整
理
し
て
み
ま
す
。

表
１
の
と
お
け
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

口
　
平
成
コ
年
１
月
か
う
適
用

例
　
特
定
居
使
用
財
産
の
貿
換
え
行

宮所
有
期
間
が

一
０
年
を
超
え
る
特

定
の
８
使
用
財
た
に
つ
い
て
貿
換
え

交
換
の
特
開
が
適
用
て
き
る
譲
渡
資

産
が
　

一
佐
五
十
万
円
以
下
の
も
の

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

０
　
特
定
事
楽
用
責
産
の
文
換
え
特

領所
有
期
間
が

一
０
年
を
超
え
る
事

実
用
の
上
抱
　
建
拐
等
か
ら
国
内
に

あ
る
土
地
　
盛
窃
　
候
枝
　
装
置
等

へ
の
貿
誤
え
を
行
つ
た
埼
合
の
反
襲

え
資
産
の
対
象
と
な
る
■
地
に
つ
い

て
範
囲
が
制
確
さ
れ
ま
し
た

的
　
住
宅
取
得
寄
資
金
の
建
与
を
理

け
た
塩
合
の
非
課
税
措
置

者
年
世
代

へ
の
資
産
の
早
期
移
転

や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
所
震
住
を
備
え

た
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
タ
を
形
成
す

る
観
点
か
ら
　
住
宅
取
得
挙
資
金
に

係
る
贈
与
税
の
非
課
税
慎
度
額
が

口
　
平
成
四
年
４
月
以
後
取
得
分
か

ら
適
用

０
湾
債
債
却
制
度

濃
宜
債
却
資
産
の
定
率
法
の
償
却

率
が
　
定
額
と
の
ほ
却
革
の
工
化
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

回
　
平
成
２
年
４
月
″
日
以
後
契
約

分
か
ら
適
用

Ｅ
法
人
契
約
リ
ガ
ン
保
桟
等
の
保
験

掃
の
取
援
い

法
人
契
約
の
終
身
保
障
タ
イ
ブ
の

ア
ン
保
険
に
つ
い
て
は
　
通
達
改
正

に
よ
り
前
払
い
期
間
を
控
遇
す
る
ま

で
の
期
田
に
あ
つ
て
は
　
４
年
の
文

ユ
保
践
常
の
額
の
う
ち
三
分
の

一
に

相
当
す
る
全
額
を
前
払
空
等
と
し
て

賛
産
に
計
上
し
　
残
額
は
預
金
に
算

入
さ
れ
る
事
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

【
前
払
期
間
…
加
入
時
の
年
齢
か
ら

一
０
五
飯
ま
で
の
期
間
を
計
算
上
の

保
険
期
間
と
し
　
当
該
保
換
期
田
開

豪Ⅲ 非 課税懐度額

陶京日本大震焚により 仁 宅月まE4fF実 ■した者につぃて0オ 安在霞度
額↓ 平 成24年 ～ 西 年まてC台 工ヽルイー性 耐 震とを持えた真質
なt●E宅(省エネ ヨ察lI■)のこ合ビ19"万 「J Cそ iり舛り食その
爆吉は10 0 0万 円となウます

贈与章` ミ
宅

O 省 工■ 8寝 住宅 0 を 「3 以 外の住宅

平成24年 中 1 コ 0 万 円 1000万 円

平成25年 中 1如 0万 円 7∞ 万円

平成26年 中 19X万 円 51K万 円
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始

の
時
か
ら
当
序
保
険
胴
問
の
工
０

町
に
相
当
す
る
期
間
を

い
い
ま
す
。

回
　
平
成
２４
年
４
月
―
日
以
後
に
開

始
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用

１１１
　
賃
関
引
当
金

大
企
秦
及
び
大
企
案

の

一
Ｏ
Ｏ
“

子
会
社
に
つ
い
て
は
　
適
用
が
除
外

さ
れ
て
い
ま
す

（経
お
描
置
あ
り
）。

一

０
　
法
人
税
率

議
外
国
に
比
べ
て
高

い
水
準
に
あ

る
法
人
実
効
窮
華
を
見
直
す
た
め

課
純

ベ
ー
ス
の
拡
大
尊
に
よ
り
財
順

を
確
保
し

つ
つ
　
法
人
税

の
寵
尊
が

表
２
の
よ
う
に
引
占
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。

付
　
欠
猿
金
の
濃
越
也
除
限
度
額

中
小
法
人
等
を
膝
さ
　
繰
越
控
除

を
す
る
事
安
年
度
の
そ
の
壊
魅
毬
監

前
の
所
得
金
練
の
八
０
町
相
当
新
が

繰
越
控
路
隈
度
額
と
な
り
ま
し
た
。

円
　
課
税
売
上
高
五
億
円
超
の
事
業

者
の
仕
入
税
額
控
際

消
費
私
の
課
税
期
間
の
課
耽
売
上

高
が
五
笹
円
を
超
え
る
掌
案
者
は

た
と
え
謀
板
売
上
割
台
が
九
五
％
以

上
で
あ
っ
て
も
　
電
別
対
応
方
式
か

一
括
比
”
配
分
方
式
に
よ
り
　
そ
の

課
校
期
間
の
仕
入
寵
額
控
麟
額
の
計

算
を
行
う
こ
と
に
な
い
ま
し
た

（改
正
の
影
春
）

事
秦
者
は
　
来
謀
秘
売
上
と
な
る

疑
行
利
息
収
入
が
重
宮
あ
る
た
め

課
税
任
入
事
の
区
分
を
態
箭
に
行
う

必
要
が
あ
，
ま
す
。

Ｌ
と
ん
と
の
ケ

ー
ス
で
　
宙
劇
対
応
方
式
を
選
択
し

た
方
が
有
利
に
な
る
と
Ｒ
わ
れ
ま
す

が
　
こ
の
方
式
の
場
合
　
「課
税
資
産

の
議
渡
寄
に
の
み
要
す
る
も
の
」
「
そ

の
他
の
資
産
の
議
綾
等
に
の
み
要
す

る
も
の
」
及
び

「
謀
純
資
を
の
譲
渡

等
と
そ
の
他
の
資
産
の
譲
渡
等
ヽ
共

通
し
て
夏
す
る
も
の
」
に
区
分
し
ま

す
非
課
税
売
上
が
線
行
利
息
収
入
の

み
で
あ

っ
た
努
合
で
も
　
全
体
の
業

務
を
行
う
部
門
で
生
す
る
管
理
費
等

は

「
課
税
資
と

の
譲
渡
等
と
そ

の

他
の
資
産
の
譲
渡
尊
に
共
通
し
て
要

す
る
も
の
」
と
考
え
ら
れ
る
の
で

注
産
が
必
要
で
す
。

回
　
平
成
２４
年
７
月
―
日
以
後
適
用

０
漂
裏
餞
収
に
係
る
所
得
程
の
綿
期

の
行
例

七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
に
支

払
っ
た
結
与
尊
及
び
退
職
手
当
釜
寄

に
つ
さ
蔵
収
し
た
源
泉
所
得
税
の
林

期
限
ホ
霊
年

一
月
二
十
ｇ

（改
正
稿

一
月
十
ｇ
）
と
な
，
ま
し
た
。

日
　
平
成
秘
年
分
よ
う
適
用

０
生
奇
保
険
科
控
陰

生
命
保
険
常
推
隆
が
改
趣
さ
れ

Ｊ

一
伎
生
命
保
険
科
控
除
　
，
電
人

年
全
保
険
科
控
疎
　
０
介
甚
医
療
保

険
科
整
族
の
三
本
立
て
と
な
り
ま
し

た
。

□
　
平
成
卸
年
４
月
１
国
以
後
に
態

了
し
た
事
業
年
度
に
お
い
て
生

し
た
欠
損
金
額
か
５
適
用

０
繰
遷
欠
損
全
の
繰
越
期
間

繰
越
欠
損
金
の
繰
越
姓
除
鯛
間
が

七
年
か
ら
九
年
と
を

っ
て
い
ま
す

な
お
　
そ
の
欠
損
金
額
が
生
し
た

事
業
年
度
の
張
簿
書
類
の
保
存
本
適

用
要
作
と
さ
れ
て
い
ま
す

ま2 法 人税率の改正

改正前 改正後 弾 翻 口

適
用
時
期

平成24年 4月 1日
以後開始事奏年度

平成2申イ月1日ヽ

平彦 43月31日●
間おするお 霊年度

黄
ネ
金
１
億
円

超
の
音
通
法
人

―律

釣 %

実幼税率

的 69 %

―律

266転

実効税=

0 5 6 4 %

―々
2● 05%

実均寝=

車 0 1弘

資
本
金
１
億
円
以
下
の
を
通
法
人

年
800

万円

超
の部分

年
800

万円
以下

の部分

年
抑

万円

葱
め葛分

年
m

万円

以下
の葛分

年
3X

万円

趨
の葛分

年
3X

万円

以下
の葛分

的 %

本劇
22%

親
13%

2● 5%

本朗
19勇

綿
15%

2●05“

本貝̀
勾 9比

筋
165%
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生
命
保
険
契
約
の
契
約
者
変
更
が
あ
っ
た
場
合
の
課
税
関
係

幅
続
税
法
は
　
保
険
事
故
が
発
生

し
た
岳
合
　
保
険
全
豊
取
人
が
保
険

料
を
負
担
し
て
い
な
い
と
き
は
　
保

険
料
の
負
担
者
が
う
保
険
全
等
を
相

続
　
磨
与
宰
に
よ
り
取
得
し
た
も
の

と
み
な
す
盲
規
定
し
て
お
り
　
契
約

者
が
保
険
料
を
負
担
し
て
い
る
場
合

で
あ
っ
て
も
契
約
者
が
死
亡
し
な
い

限
り
課
機
関
係
は
生
し
な
い
も
の
と

し
て
い
ま
す

し
た
が

っ
て
　
生
命
保
険
契
約
に

つ
い
て
契
詢
者
の
変
更
が
あ

っ
て

こ
　
権
利
の
聾
与
が
あ
っ
た
も
の
と

し
て
題
与
税
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

た
た
し
　
査
更
後
に
契
約
者
と
し

て
保
険
契
約
を
解
約
し
　
解
約
返
戻

全
を
取
得
し
た
場
合
　
保
険
契
拘
者

は
　
そ
の
解
約
返
疾
全
相
当
額
を
保

険
料
負
担
者
か
ら
贈
与
に
よ
り
取
得

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
彊
与
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

蛍光灯のLEDラ ンブヘの取替
費用の取扱い

固定責産の客理 改 良等のために支出し

た金額のうち 通 常の機持管理のため 又

はその原狭を回復するために要 したと認め

うれる部分の全緩は悠査費となりますが

固定資産例価値 を高め 又 はその耐久性を

増すこととなると認められる部分に対応す

る金額じ資本的支出となります。

節電対策 として蛍光灯を蛍光灯型LED

ランプに取り換えた場合 節 電効果や使用

可能期間が向上するため 固 定受産の価値

を高め 文 trその耐久性が増 しているとし

て資本的支出に該当するのではないかとも

考えられます。

しかし 蛍 光灯は照明設備 (建物附屋殿

備)がその効用を発揮するための一つの部

品であ', そ の部品の性能br高まったこと

をもって 建 幼附ほ設備としての価値が高

まったとまではいえないとも考えられるの

で 儀 総費として処理することが相当とさ

れています

0 月号 - 4


